
 　都立病院をなくすな！　　　　講演集会

日時　９月４日
　　　午後１時半 開会（１時開場）

「コロナ禍での医療介護現場の安全

　　　　　　
ー練馬での取り組み」

1時15分～ビデオ上映 
「東京五輪は中止！ 都立病院なくすな」の取組み

練馬駅北口より徒歩１分 

資料代　500円

本田 宏 医師

場所　練馬駅前「Coconeri」（ココネリ）
　　　３Ｆ　研修室１

「日本の医療崩壊を
          くい止める」

9.4

１９５４年、福島県郡山市生まれ。医師（外科医）。ＮＰＯ法人
医療制度研究会副理事長。前埼玉県済生会栗橋病院院長補佐。
１９７９年弘前大卒後、同大学第１外科。東京女子医科大学腎臓
病総合医療センター外科を経て、１９８９年済生会栗橋病院（埼
玉県）外科部長、２００１年同院副院長。
２０１５年に退職し、講演や論分執筆、SNS投稿等による情報
発信と市民活動への参加を通して、医療現場での経験から長年、
医師不足や医療費抑制の問題を訴えてきた。著書多数。

主催：都立病院をなくすな ９・４集会実行委員会
呼びかけ／コロナ禍における医療介護福祉の安全を考える練馬の会
練馬区大泉町 2-17-1 陽和病院内 一陽会労働組合気付
電話：03-6914-0487　FAX ：03-5933-2347 
メール：tokyohokubu-coronaanzennerima@yahoo.co.jp
ブログ：https://coronaanzennerima.blog.jp

　
「日本の医療崩壊をくい止める」
　―「コロナ禍の医療現場」からの警鐘と提言
　著者：本田宏・和田秀子
 （泉町書房/2021年2月/税込2090円）

なぜＰＣＲ検査数が増えないのか？　
なぜ保健所は減ってしまったのか？　
なぜすぐに病床数を増やせないのか？
医療現場の現実を紹介しながら、医師
不足と医療費抑制を進めた新自由主義
的な「医療費亡国論」の呪縛を解く。

報告

★マスクの着用など、感染対策にご協力ください。
★新型コロナの感染状況により、オンライン（ＺＯＯＭ）での開催となる
　場合があります。下記のブログ・連絡先にて確認・お問い合わせ下さい。

検証！ コロナ禍での東京オリンピック

講演
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